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だんじり会館のあり方等検討委員会 議事概要 

 

審議会名 第７回だんじり会館のあり方等検討委員会 

日時  2025（令和 7）年５月 9 日（金）13:30~15:00 

会場  ハイトピア伊賀 5 階 学習室 2 

出席者  【委員】 

小林慶太郎委員長 福田良彦副委員長 後藤渡委員 菊野善久委員 

中村晶宣委員 重藤邦子委員 

  【伊賀市/事務局】 

産業農林部長 堀川敬二 

観光振興課長 山田靖子 同課主幹兼誘客推進係長 辻本康文 

同課主幹兼事業係長 川合理恵 

傍聴者数 1 人 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

１ 開会あいさつ 

（小林委員長）前回の会議後、事務局に寄せられた意見を踏まえ修正したものが「最終答申

原案 Ver2」である。本日が最終確認となり、来週水曜日には市長に答申としてお

渡しする。大幅な修正は難しいが、文面や文言に関する修正があればご指摘願いた

い。また、我々の名前で出すものとしての最終的な確認をいただきたい。限られた

時間だが、議事進行に協力をお願いする。 

 

２ 協議事項 

（１）答申の最終確認 

（小林委員長） それでは協議事項に入る。本日の会議で答申の最終確認を行う。前回の会

議で出された意見、或いは会議の後に事務局に寄せられた意見を踏まえた「最終答

申原案 Ver2」を事前に事務局で作成してもらた。まずは事務局のから説明をお願

いする。 

（事務局）－ 資料の説明 － 

資料 1・資料 2 

（小林委員長） 事務局からの説明に対し、不明な部分があれば質問いただきたい。 

（委員） 意見なし 

（小林委員長） それでは協議に移る。まず、「答申原案への反映結果」について協議を行

う。最終答申原案について、全体を通して表現や文言を修正すべき部分があれば意

見をいただきたい。 

（福田副委員長） 4 頁に「照度」の話は付け加えられたが、それ以外に、専門的な知識を

有する職員の配置や防火・防犯の体制の整備も必要である。それらを包括する意味
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で、「照度」の後に「など」と明記すべきである。重要文化財の場合、文化財の保

護のために、展示は年間を通して 50 日、大きな展覧会では 10 日間に限定されて

いる。こだわりがなければ様々な観点を含めて、照度の後に「など」を入れていた

だきたい。 

（小林委員長） 現在の書き方では温度・湿度・照度の 3 つが管理されれば事足りるように

読めるが、それ以外にも必要だという意見である。細部まで全て列記できないため、

「など」を追加してほしい。これについて、いかがか。 

（委員） 異論無し 

（事務局） 「など」は漢字とひらがな、どちらで書くほうが良いか。 

（福田副委員長） 他事例ではひらがなが多い。原案 3 頁でも「幕や面など」とひらがなで

書かれている部分もあるので、どちらでも構わない。事務局に判断を委ねる。 

（事務局） では、全体的にひらがなの「など」で統一を行う。 

（小林委員長） 私からも意見を述べる。原案 5 頁の下から 3 段落目、「その上で、それら

の機能を有する施設を考えるとすれば、他の文化施設と機能を統合した又はまち

なか観光・回遊の起点や伊賀の歴史・文化の情報提供の場などの複数の機能を有し

た施設として整備することが望ましく」という部分について、「こういう施設又は

こういう施設」としたほうが綺麗ではないか。同様に「統合した」の後も「統合し

た施設又は機能を有した施設として整備することが」となるほうが良いと考える。

皆さんいかがか。 

（委員） 異論無し 

（小林委員長） それでは、「施設」という単語を付け加える。それ以外にいかがか。 

（後藤委員）6 頁の「結論③」の緑の塗りつぶし部分について、「あるいはそれらと連携し

うる」とあるが、小林委員長の意見と同じように、「あるいはそれらの機能と連携

しうる」のほうが良いのではないか。 

（委員） 異論無し 

（小林委員長） では、ここも同じように修正をする。その他にいかがか。 

（菊野委員） 原案 5 頁の下から 2 行目「それらの運営に関しては」の次、「学芸員等が核

となり」をどう捉えるか。施設の運営に伴い、誰が学芸員を雇うのかは不明だが、学

芸員が担う役割を答申に書く必要はないと思われる。「運営に関しては、それぞれの

役割を担う組織・団体等が連携し」でいいのではないか。 

（小林委員長） それぞれの役割の組織・団体等で学芸員が雇われていると考えた場合、あ

えて「学芸員等が核となり」の部分が必要かどうかという意見である。これについて

いかがか。 

（福田副委員長） だんじり会館の現状の運営でも学芸員がいないことが一つの問題にな

っている。先ほどの指摘を踏まえて資料を見直すと、原案 4 頁に学芸員等による展

示や企画の推進などを促す工夫も必要だということが既に明記されている。5 頁で
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施設の運営について学芸員の確保は必要ない。無くして良いのではないか。 

（小林委員長） 削除することで、施設の運営に関してはそれぞれの役割として捉えられる

ようになる。では「学芸員等が核となり、」の部分は削除ということで良いか。 

（委員） 異論無し 

（小林委員長） 他にあれば、いかがか。 

（委員） 意見無し 

（小林委員長）それでは、これまでに出された四点の修正について最終確認を行う。 

一点目、原案 4 ページの本文上から三行目「適切な温度や湿度、照度などの管理」と

し、照度の後に「など」の二文字を入れる。二点目、5 ページ 3 段落目の上から二行目

「機能を統合した施設又は～の機能を有した施設」とし、統合したの後に「施設」の二

文字を入れる。三点目、5 ページ 3 段落目三行目「また、それらの運営に関しては、そ

れぞれの役割を担う組織・団体等が連携し」とし、「学芸員等が核となり、」いう文言を

削除する。四点目、6 ページの下から 2 行目「他の公共施設や観光関連施設などの機能

を補完あるいはそれらの機能と連携しうる」と修正する。 

以上四点の修正を反映させた上で、これを最終答申としたいと思う。他にどうか。 

（委員）意見無し 

（小林委員長）それでは、これで承認とさせていただく。本日の四点の修正を行い、事務局

から最終答申を各委員に届けてもらう。会議の内容が反映されたかご確認いただきた

い。 

 

３ 確認事項 

 （１）市長への答申 

（小林委員長）それでは確認事項、市長への答申に入る。市長への答申については前回の会

議でも案内があったが、来週の 5 月 14 日水曜日に行うこととなっている。市長との

意見交換の時間が若干あるので、都合がつく方はぜひご出席いただきたい。当日の流

れについて事務局から説明をお願いする。 

（事務局）― 資料説明 ― 資料 3 

（小林委員長）この件について何か質問等はないか。 

（委員）質問無し 

（小林委員長）参加いただける委員については、市長としっかり意見交換をしていただくよ

うお願いする。 

 

４ その他 

（小林委員長）最後の事項、その他について事務局から連絡事項等はないか。 

（事務局）連絡事項なし 

（小林委員長）他の委員はいかがか。本委員会の最終回となる、これだけは言っておきたい
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ということがあれば。 

（菊野委員）私は、この委員会はうえのまちまちづくり協議会の会長として出席している。

この協議会で作成を進めていたマップが完成したので、紹介させていただく。14 年

間にわたり「うえのまちのええとこ」フォトコンテストを行い、15 年目に集大成と

してグランプリの作品を中心に写真をピックアップし、地図と一緒に掲載した。上野

のまちなかにあるフォトスポットに訪れてほしいという気持ちで作成した。今後い

ろんなところで広報したいと考えている。 

（小林委員長）季節や時間体が様々な写真があり、色々なタイミングで訪れたくなるような

良いものを作成いただいたと思う。 

（福田委員）分かりやすく、良い地図だと思う。 

（小林委員長）他の委員はどうか、最後にこれだけはＰＲしておきたいということがあれば。 

（福田副委員長）本会議は昨年 9 月から比較的短い期間の中で行われた。私もいろんな発

言をし、委員の方からは貴重な意見を聞けた、なるほどと思うこともあった。非常に

素晴らしい会議に参加させてもらえたと思っている。最後にお礼だけ言わせていた

だきたい。 

（小林委員長）副委員長に締めていただいたが、他によろしいか。それでは昨年 9 月から期

間としては短かったが、内容としては大分濃い話をさせていただいた。様々な観点か

ら意見をいただき本日最終答申が固まったが、皆さんの意見がしっかりと凝縮され

た良い答申ができたのではないかと思う。皆さんに助けていただき何とかここまで

きた、感謝を申し上げる。それでは進行を事務局にお返しする。 

 

（事務局）小林委員長大変お疲れ様でした、委員の皆様も熱心に議論いただきありがとうご

ざいました。ここで部長から一言お礼を申し上げる。 

（堀川部長）昨年 9 月に第 1 回、それから諮問を経てこれまで 7 回、だんじり会館の現状

を見学、だんじり行事、鬼行列の関係者と直接意見交換を行ってきた。様々な視点か

ら、単にだんじり会館をどうするということだけではなく、その背景にある祭り・行

事をどうしていくのか。どういうところが課題なのかといったところまで深く意見

をいただいた。答申をいただいたあとは、私ども行政で、観光だけではなく文化振興、

あるいは文化財、いろんな関係の課としっかりと話し合いを行い、調整をしながら今

後どうしていくのが一番地域にとっても、住民の皆さんにとっても良いのか、しっか

りと考えて進めていく。本当に長い間ありがとうございました。 

（事務局）皆様、長期間にわたり本当にありがとうございました。それでは、本会議はこれ

で終了とさせていただく。 

 

以上 


